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1-1目 的

本研究では, 女形が, いわゆる女性の典型を具

体的に身振りの上でいかにして表現 しているかを

明らかにする事を目的とする。

1-2方 法

典型的表現には, 共感と理想化の二要素がある

とされている。そこで本研究では, 歌舞伎役者に

よる芸談を主な資料 として, そこに述べ られる事

から, 以下の三点を検討する。

(1)女 形の身振りがどのようなボディラングエ

イジとして機能 しなければならないか。

(2)役 柄に表現されている内容

(3)そ の内容を伝えるボディラングエイジとし

て, 身振りを機能させる為の工夫

2-1伝 達性があり, 且つ美しい身振り

歌舞伎に於いては身振りが非常に重要である。

歌舞伎劇は, 大別して舞踊劇とせ りふ劇に分けら

れるが, せ りふ劇に於いても身振りがせ りふと同

じくらいの優こ位性を持つ。石田は, 「役者の身振

りが物語 りをする」と指摘し。身振 りの重要性を
注1)文 献(2)P. 18

強調 している。 しかし, その身振 りをする

に際しては, ただ働 くだけではなく。美 しく動か

ねばならない。つまり, 歌舞伎の中で使用される

ボディラングエイジは内容を理解させるだけでな

く見る人の美的感覚を満足させなければならない

のである。

従って, 女形の使用するボディラングエイジに

は伝達性が備えられ(物 語り), 且つ様式性(美

しさ)が 必要である。その意味では特殊なボディ

ラングエイジと言える。 この特殊なボデ ィラング

エイジをいかに作 り, また使いこなすかが, 女形

の技量にかかっていると言えるだろう。元禄の名

女形, 吉沢あやめは 「あやあ草」の中で, 實とか
注2)文 献(4)

ぶきと半分半分にするのが良いとしている。

2-2 役柄に表現されるべき内容

歌舞伎は個人を表現するのではな く, 個人の属

する類型(遊 女, 姫等)を 表現 している。そして

そのような類型の特徴について述べた文献を見て

みると, その内容にはいくつかの共通点が見出さ

れるように思われる。為永一蝶は歌舞伎事始で,

「表をはでに し, 裏に貞心あり」 と述べているが,
注3)文 献(4)P. 125

現代でも, その二面性は役の心 として

伝えられている。

この二面は各々片方は女性なら誰にでもある一

般的な要素であり, 共感を与える要因となるのだ

が, 両面を同時に満たすことは非常に困難である。

その故に二面同時に備えた女性は理想化 された女

性となりえる。

では, そのような二面性を備えた女性像を表現

するために役者達はどのような工夫をしているの

だろうか。

2-3 身振りにおける工夫のポイント

最初に述べたように, 女形の使用する身振 りは

まず美しくなければならない。男性と女性で, 外

見上最もはっきりとそのちがいが分かるのは, 男

性に比べ, 女性は手首や指が細い こと, なで肩な

こと, そして全体 として丸みがあることが言える,

従って, 男である女形が外見上美 しい女に見せる

為には, まずその点を注意 しなければな らない。

手首, 指を細 く見せる為には, 観客から見える部

分が少なければ良いわけで, 身振りの間も手の甲

や, 掌を観客にたい してできるだけ正面に見せな

いようにするといわれる蓉注4)文 献(1)P. 73

また, なで肩に見せたり, 丸みを見せるために

は背中の使い方や胴体の方向が重要なようである。

肘を脇にできるだけ付ける, 肩脾骨同士を近づけ

る, 啓を出さない, といった事によって肩は撫で

肩に見えるとされているし,
注5)文 献(1)P. 308

女のやさし

みを見せる為に, どんな場合でも胴体を正面に向

けないこと, い くらか斜めにねじることが しばし

ば指摘されている。そしてその姿勢を維持するた

めに, 後ろを向いた時でも背中を緊張させ続ける

事が必要である。河原崎国太郎は後ろを向いた時, 

身体をぎゅっとつめて, 息を止めるようにしてい

るというぎ
注6)文 献(3)P. 184

このように芸談の中には, 手及び腰を含めた胴

体ついての記述が多 く, 女形の身振 りにおいてま

ず注意すべき点 として, この二つの部分が挙げら

れるようである。

以上いくつか注意されている点を上げたが, こ

れらはあ くまでも演技の前提であり, これだけで

は美しいだけで肝心の内容が伝えられない。女形

の身振りは, 先に述べたように, 二面性を備えた

女性像を伝達しなければならない。つま り, 美 し

い身振りをいかにしてそれを伝えるボディラング

エイジとして機能 させるかが, 女形の真価が発揮

される時であると言 うことができる。

では, そのような使い方をするにはどのような

点に注意すれば良いのだろうか。

日本人は, 手の置き場や目のや り場を非常に重

視する。また本来座って物事を処理する文化故に,

胴体の動きが目立たないことが良しとされる。従

って, 歌舞伎の類型表現にも各々の類型に適 した
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手, 目, 胴体の位置が定め られている。まず手に

ついて, 座っている時, 生娘は手を袖口に入れ,

見せない事とされている。それが町娘になると片

手を袖口か らのぞかせ, 姫になると両手を除かせ

る。
注7)文 献(3)つまり, 自分の周囲を畏れなくてよい立

場になるに従って手が袖から見えて来る。では胴

体についてはどうなっているだろうか。

胴体や顔についての注意をのべた口伝は非常に

多い。特に注目すべきなのは, 胴体のねじり, 斜

めの程度, 胴体と顔のずれぐあいを厳格に指摘 し

ていることである。女形が胴体を斜めにね じるの

は, そのことにより女 らしさ, 色気を出すためで

ある。逆に男役に上体をねじることは禁物である。

女役の中では, 遊女や芸者は大きくねじり, さら

に胴体を斜めに倒すこともある。女房や娘になる

と, いくらかね じるようにし, 武家女房になると

胴体はねじらずに足先な り顔なりを多少ひねるだ

けである。
注8)文 献(8)PP11-12

武家女房の中でも特に品位
と強さを要求される千代萩の政岡は, 胴体をねじ

らないで足だけを斜めに踏むと言 うし,
注9)文 献(8) それ

に対 し色町の女は, 座るのでも足の指を少 し出す

ことで胴体をねじり, 手をそこに添えて さらに斜

めに傾ける6注10)文 献(6)即ち, 胴体を真っ直 ぐにす る(

正中線上に置く)事 は, 男らしさ, 強い意志につ

なが り, ねじる(正 中線上で旋回)事 は, 女 らし

さ, 優 しさ, 色気につながる。更に斜めに倒す(

正中線か らはずれる)事 は, 艶やかさや乱れにつ

ながるといえる。最後に目については, 昔か ら日

本女性は対面する時に相手 と目を合わさない事を

良 しとしてきた。それは 「恥 じらい」 「はにかみ」

とされ女性の美徳であった。従 って娘役や姫役は

斜め下に顔ごと目を向け, 女房, 年増となるにし
たがって視線が上がる1

注11)文 献(6)
その目が相手を見る

際に顔の正中線からね じれ, 顔が動いてか ら目が

動 くというように間合いがずれると今度は 「流 し

目」となり, 艶やかさを含んだものとなる。芸者

や遊女の目の動かし方である。

このように, 女形が行なう身振りは役柄によっ

て詳細に定められているのであるが, これは多 く

の女性を女形が観察 した上で生み出された共通項

であり, そのために, どのような観客がその身振

りを見て も, それは確かに自分の周りの誰かが行

なうような身振りであり, 共感を持つことができる。

しかし, これだけでは舞台上に現われる女は共

感できる女であるだけで, 理想化されてはいない。

これではまだ女形に要求されるボディラングエイ

ジとして半分 しか機能していない。では, 以上の

他にどのような要素が必要なのだろうか。

ここに述べた身振りの法則は歌舞伎の作 られた

時代の生活習慣に裏付けられている。 これは女性

が実際に している身振りであると同時に, しなけ

ればならない身振 りでもある。ところが, 歌舞伎

の中の女達は, 筋の展開につれて しばしばこの法

則を崩すのである。常にはずか しげで下を見てい

なければならない娘が恋 しい人の前では遊女のよ

うに胴体をねじったりする。

この法則破壊により, 女形は, その役柄の心の

動きを伝え, さらに二面性 も与えているといえる

のではないだろうか。 その結果として舞台上の女

は観客にとって共感できる女から, 理想化された

女に変化すると思われる。傾城揚巻についての口

伝で, 揚巻は座って煙管を貰うとき, 全てを新造

番新に任せ, そちらを見てはならないとある。目

を正面に向け, 自分の世話を他人にさせて平然と

していることで大傾城の品格が伝わるとされてい

る。ところがその鷹揚な揚巻が助六の着物を自ら

持って来ていそいそと着せかけることで, 遊女で

ある彼女が助六という恋人には特別の真心を尽 く

せることが伝わるのである。
注12)文 献(3)P. 82

以上のことから, 女形の使用する多 くの身振り

では, (1)手の位置, (2)胴体のね じり, 倒し方, (3)

目と顔が類型の表現のポイントとなって, 写実的

な身振りが出来上がる。それにより観客は自分の

イメージ通 りの女性を舞台上に見て共感できる。

そして, その写実的な表現が崩される時, 女形の

身振りは理想化 された女性像を表現するボディラ
ングエイジとして機能 しはじめると言うことがで

きよう。

3. 結 論

歌舞伎女形の表現する女性像には, 二面性があ

り, 各々片面は誰もが備えているものであるのだ

が, 両面を同時に満たす事は実際の女性にはほぼ

不可能に近い。 ここに共感と理想化の二要素が見

られる。従ってこの両面の同時存在に女形の表現

する女性像が典型といわれる要因があると考えら

れる。

そしてそのような典型を身振りで表現する為に, 

役者は実際の女性を観察する事で身振 りの法則を

発見 し, 更にそれを意識的に破壊するのだが, そ

の際ポイントとなるのが, 手の位置や動か し方, 

胴体, 目の方向と角度, ずれの間合いであると言

うことができよう。
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